





































































































































































































































































経済活動 フエラーラ催湿地帯 フエラーラ県 エミリア.ロマ一二ヤ州
捷営体数 % 県における割合 経営体数 % 州における割合 経営体数 %
農業 309 5.3 29.2 1,060 4.1 14.6 7.249 2.3
商業 2.634 45.5 23.1 ll,426 44.2 8.9 127,838 40.7
金融業 5 7.9 21.3 2.148 8.3 7 30.716 9.8
建設業 684 ll.8 26.6 2,569 9.9 7.4 34,269 ll
エネルギ一叢 5 0.1 17.2 29 0.1 10.5 276 0.1
鉱物､化学産業 56 1.0 26.2 214 0.8 5.8 3,686 1.2
サービス業 447 7.7 22.6 1,974 7.6 8.6 23.033 7.3
鉄鋼業 258 4.5 13.7 1,878 7.3 7.3 25.587 8.2
繊維 .食品.木工業 479. 8.3 22.2 2,159 8.3 6.1 35,269 ll.2
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年 度 事業主体 事業内8 .事業予算(単位100万リラ)
1995* フエラーラ県 .公園管理協会 カネヴイ工 .ボルティチ-ノビオ トー プ散策路整傭事業 299.5
1995年 メ-ゾラ市 積載整備による景観修復事業 1.000
1995年 コマツキオ市 コマツキオ汽水湖内の建造物､洲､散策路の整傭事業 400
1996年 ベツラ市 農村型観光における農寮民宿の整傭事業 600
1996年 コマツキオ市 コマツキオ汽水湖周辺散策路整傭事業 830
1997年 オステツラート市 バンド.レプリ湿地における水性ハビタットの創造事業 168
1997年 コデイゴー口市 ボンボーず､ヴオラーノ間散策路整傭事業 298
1997年 コデイゴー口市 ボンボーザ僻遭院環境整備事業 580
1997年 フエラ-ラ県 カネヴイ工 .ボルティチ-ノビオ トー プ散策路改善事業 210
1997年 フエラーラ県 ボルティチ-ノ建造物鯵復事業 300
1997年 コマツキオ市 .フエラーラ県 レプリ湿地の建造物鯵復事業 168
1998年 ベツラ市 観光遊歩遭整備事業 240




































































































































自由兵藤 プンテ .アルベレ-テ干潟,′{ルTl-ツ口湿原に捷する農地 ボー川ヴオラーノ支流の砂洲および沼地に近接する農地
_その他の条件 砂賞土壌/淡水域/海抜0-0.2m/タマネギ栽培地 抄賞土壌/汽水域/九枚0.2-0.4m/トウモロコシ桝 地
･土地所有 ラヴエンナ市-サン.アルベルト.工.メツザ-ノ農業協同組合への貸付地 個人
公由による:i地利用 州立公園普通地域 (プレ.′{ルコ) 州立公園特別保護地域 (特別保護地区ゾ-ンBであLJ､土地利用
義_#活動の軽牽規模 2,700ha/2500会員 2.5ha/個人
専業生産由の輝難.;麦,大豆,砂糖大根,ブドウ,もも,リンゴ 干拓当時はブドウ栽培を行っていたが,農地の土壌条件から継続が難しく,ここ数年はトウモロコシ栽培をおこなっていた.









































































































































































































































































































































































































マ一二 ヤ州環境 ･地域計画省公園課 (Stefano
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地域の持続的発展におけるパルコ政策の可能性
井上典子
要旨 :.わが国の国土計画は､｢多目然居住地域｣の形成を提唱している.地域の持続的発展を目的とするバランスのと
れた土地利用を実現するためには､環境保全型農業等を活用した地域の環境管理が図られる必要がある｡しかし実際に(
は都市スプロールや農業市場の自由化は農村の荒廃や農業活動の衰退を誘発しており､これらを抑制するためには､生
態的､社会 ･経済的観点から農村発展を進める計画システムが準備されるや要がある.
本稿は､イタリア､土ミリア ･ロマ-ニヤ州､フェラーラ低湿地帯の条件不利地域干拓農地において実施されるパル
コ政策について分析することを意図している｡パルコ政策は新しいタイプの公園システムであり､荒廃した農村におい
て環境の再生を中心とした事業を展開し､また自治体､NPO､地域住民の水平的ネットワークを形成することで､地
域における自然的､文化的資産の管理を進めている｡
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